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事業のご紹介

高齢者雇用推進事業とは、（独法）高齢・障害・求職者雇用支援機構から
の委託を受けた事業であり、（一社）日本ダイカスト協会の会員企業様を
対象とした実態調査を踏まえ、ダイカスト業における高齢者雇用推進に
向けた取組の方向性をガイドラインとして取りまとめたものです。

ガイドライン作成の流れは以下の通りです。
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ガイドラインとは？

（独法）高齢・障害・求職者雇用支援機構

（一社）日本ダイカスト協会

ダイカスト業高齢者雇用推進委員会

セミナー（本日）

会員企業に対する

アンケート・ヒアリング調査等
を踏まえ、ガイドライン作成

委託

高齢人材の活用・
戦力化

会員企業様における実践・展開が重要！

アンケート・ヒアリング調査への
ご協力、ありがとうございました！

調査委託：日鉄テクノロジー（株）



委員 （順不同） ◎座長
  ◎田口 和雄 高千穂大学経営学部 教授

羽石 将弘 ㈱アーレスティ ヒューマンリソース部部長
秋葉 雅男 ㈱秋葉ダイカスト工業所 代表取締役社長
松尾 信吾 蔦機械金属㈱ 管理部部長
加藤 宏治 ㈱東京ダイカスト 代表取締役社長
郷田 光永 ㈱プログレス 取締役総務部長
成木 拓弥 美濃工業㈱ 総務部人事課課長
篝 直子 リョービ㈱  管理本部人事部人事課課長

事務局
伊藤 恒之 (一社) 日本ダイカスト協会 専務理事
矢野 徹  同 総務部長
砂川 詩織  同 総務部総務課長
西 亮祐  同 総務部
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ダイカスト業 高齢者雇用推進委員会のご紹介



本日のご報告では、以下の流れに沿ってガイドラインをご紹介します。
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本日の報告の構成

１．作成の
背景

• 高齢者の活用が求められる社会的な背景

• ダイカスト業界が抱える経営上の課題

２．内容

• 高齢者とともに、働きやすい職場づくりを
推進していくためのポイントについて説明

３．役に立
つツール

• 高齢者の活用に向けて役に立つツールを
ご紹介



高齢者の活用が求められる社会的な背景

高齢化の進行は今後さらに深刻化していくと想定されています。経済・社会の活力
を維持していくためには、豊かな経験・知識を持ち、働く意欲のある高年齢者につい
て、その能力を十分に発揮し、活躍できる環境を整え、活用促進していくことが重要
です。
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１．ガイドライン作成の背景

昨年度の高齢化率
は29.1％



高齢者の活用が求められる社会的な背景

少子高齢化が急速に進行していく中、「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」
（高年齢者雇用安定法）の一部が改正され、2021年4月1日から施行されました。
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１．ガイドライン作成の背景

2021年度の改正前は、事業主に対して65歳まで

の雇用機会の確保のための措置が義務付けら
れていました。

改正法は、これに加えて、個々の労働者の多様
な特性やニーズを踏まえ、65歳から70歳までの

就業機会の確保を図ることが努力義務となりま
した。

①70歳までの定年引上げ

②定年制の廃止

③再雇用制度の導入等による70歳までの継続

雇用制度の導入

等の措置を講じるよう努める必要がある。



ダイカスト業界が抱える経営上の課題

日本ダイカスト協会の会員企業198社に対して実施したアンケート調査＊によれば、

●各社が抱える経営上の課題は何かという設問に対し、77.0％の企業が「人材の
確保」、 60.7％が「人材育成」と回答

●しかし、一方で、高齢者雇用に関する今後の検討方針については、43.3％の企業
が 「高齢者雇用について特に検討していない」と回答
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１．ガイドライン作成の背景

＊アンケート調査は2023 年（令和5年）8月～10月に実施した。調査対象は会員企業198社と会員企業で働く高齢従業員792人で、回答数は
企業 61社<回答率30.8%>、従業員152人<回答率19.2%>）であった。

人材の確保が重要な経営課題 多くの企業が今後の方針を未検討



本章の構成（１～４章から構成）
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２．ガイドラインの内容
高齢者とともに、働きやすい職場づくりを推進していくためのポイント

１．５～１０年後の雇用（労働力の確保）状況を
見通し、必要な準備を進める

２．高齢者に期待する「役割」を明らかにすると
ともに、役割に対する働き振りを「評価」する

３．高齢者はじめ従業員が今まで以上に能力
を発揮できるよう職場環境を整える

４．高齢者の技術・技能・経験の伝承を進める



将来の雇用（労働力の確保）状況の把握
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２．ガイドラインの内容

１．５～１０年後の雇用（労働力の確保）状況を見通し、必要な準備を進める

職場・職種毎
に、今後、必
要となる人数
を想定

現在の従業
員の年齢と
自社の雇用
制度を踏ま
え、将来の過
不足感を把
握

より正確な
把握のため、
全職場・職
種の従業員
と面談を行
い、個々の
状況を把握

２．ガイドラインの内容
高齢者とともに、働きやすい職場づくりを推進していくためのポイント

計画的な人材の確保

・バランス良く、人材を採用・育成

・多様な人材、とりわけ高齢者が
活躍できる環境を整備

・必要に応じ、雇用制度の見直し

等も準備



高齢者に期待する役割を明らかにし、本人のモチベーションを高めるための手順

高齢者に期待する「役割」は様々

・従前同様の職場で交代勤務

・経験・ノウハウを活かした職場勤務

・後輩に対する技能伝承やサポート

・若年者や技能実習生の教育

・管理部門のサポート 等
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２．高齢者に期待する「役割」を明らかにし、役割に対する働き振りを「評価」する

定期的に面談。
個々の高齢者に
期待する役割等
について会話し、
認識を共有化

働き振りを評価
し、適切に処遇
することで、本
人の納得性や
モチベーション
を高揚

評価結果やそ
の後の経過に
ついて、本人に
丁寧にフィード
バック

２．ガイドラインの内容
高齢者とともに、働きやすい職場づくりを推進していくためのポイント

モチベーションを高める処遇例
・役割や能力に見合う賃金
・定年・継続雇用後の肩書
・表彰制度の導入 等
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３．高齢者はじめ従業員が今まで以上に能力を発揮できるよう職場環境を整える

２．ガイドラインの内容
高齢者とともに、働きやすい職場づくりを推進していくためのポイント

職場づくりのための視点 職場環境を整えるためのポイント

(1) 職場環境の改善 ①身体能力の低下を補う設備・装置の導入
②高齢者の特性を考慮した作業管理

(2) 高齢労働者の健康や体力の
状況把握と支援

①健康状況の把握
②体力の状況の把握
③健康や体力の不安に対する支援

(3) 一人ひとりの能力や適性に
相応しい職場に配置転換

①現在の健康状態や就業意欲、職場への要望等の
把握

②健康状態や就業意欲等に応じた配置転換

(4) 高齢者の学び直しを支援し、
サポートする体制を構築

①高齢者自身も新たな能力を身につける
②高齢者と若手中堅層が相互理解し、協調できる
環境づくりを進める



技術・技能・経験
を有する高齢者
を伝承の「担い
手」に任命する

伝承の仕組みを
整える

高齢者による技術・技能・
経験の伝承を受け入れる
職場風土を醸成する
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４．高齢者の技術・技能・経験の伝承を進める

２．ガイドラインの内容
高齢者とともに、働きやすい職場づくりを推進していくためのポイント

高齢者の技術・技能・経験の伝承を進めるための手順

伝承の仕組み？ 何から着手しましょうか
①伝承すべき技術・技能・経験を明確化
②具体的な伝承計画を作成
③伝承に役立つツールを作成

伝承を受ける側の”感度“も重要
・伝承の重要性を周知
・研修修了者の表彰 等も



定年後を見据えたベテラン従業員との面談チェックシート

 面談を通じて社員が定年後のキャリアプランについて考える場を提供するとともに、従業員の
希望等を聞き、また、企業が高齢者に期待すること等をしっかり伝えることは大変に重要です。

 以下の分類に整理していますが、会社の事情に応じて項目追加など独自に工夫してみましょう。

1. 面談時に聴くべきこと

2. 面談時に伝えるべきこと、ベテラン従業員とすりあわせるべきこと

3. 体力・健康面への配慮について事前に確認すべきこと・面談時に聴くべき従業員の評価
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３．役に立つツールのご紹介

左記は、
１．面談時に聴くべきこと
の例です。

各社の事情に応じて、
項目の追加・削除を
お願いします。



安全と健康確保のためのチェックリスト

 加齢に伴い、高年齢労働者の労働災害の発生リスクは高くなる傾向があります。

 厚労省「エイジアクション100」のチェックリストを活用して高年齢労働者の安全と健康の確保に
活用していきましょう。
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３．役に立つツールのご紹介

左記は、

５．高年齢労働者
の作業環境管理の
例です。

各社の事情に応じ
て、項目の追加・削
除をお願いします。



職場で必要とされる高齢者になるためのチェックリスト（従業員用）

 60歳以降も活き活きと働き続けてもらうためには、高年齢労働者ご本人にも「職場で必要とされる
高齢者になるための心構えやスタンス」が必要になってくるようです。

 以下のチェックリストは従業員用に渡してご活用ください。
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３．役に立つツールのご紹介

従業員用チェックリスト

（1） 職場の目標達成に貢献しようとする姿勢

（2） 環境変化に適応する柔軟な姿勢

（3） 職場での人間関係を大切にする姿勢

（4） 自分を磨き続ける姿勢

（5） 健康を維持していく姿勢



伝承すべき技能の洗い出しとスキルマップシートの作成

 従業員が持っている技術・技能・経験を次世代に伝承していくために、スキルマップシートを作成
してみませんか。

16

３．役に立つツールのご紹介

従業員が持っている技術・
技能・経験の
洗い出し

企業として伝承すべき技術・
技能・経験の
明確化

伝承者・伝承方法・時期等を勘
案し、スキルマップシートとして
整理



伝承すべき技能の洗い出しとスキルマップシートの作成

 従業員が持っている技術・技能・経験の洗い出し（例）

 スキルマップシートの作成（例）
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３．役に立つツールのご紹介

事業所名： 記入者： （日付）

職場 伝承すべき技術・技能・経験 現状の姿

課
係

（工程）
具体的な技術・技能 必要人数 伝承の有無 伝承者氏名 継承者氏名

伝承方法
（具体的に場所・時間・カリキュラム等）

職場
伝承が必要と思われる技術・技能・

経験
現状の姿

課
係

（工程）
具体的な技能名

必要人
数

伝承の
有無

伝承者
氏名

継承者
氏名

伝承方法
（具体的に場所・時間・カリキュラム等）

Ａ課

〇〇工程
・・・・・技能 1名 無 Ａ Ｏ 日常業務でのＯＪＴ主体、マニュアル作成中

・・・・・技能 1名 有 Ｂ Ｐ 熟練技能者退職前に、1年間のマンツーマン特訓で伝承中

△△工程 ・・・・・技能 2名 有 Ｃ Ｑ テーマ毎の調整経過事例を収集、調整ノウハウ集を作成中

□□工程
・・・・・技能 1名 有 Ｄ Ｒ 熟練まで長期間必要なため作業マニュアル作成中

・・・・・技能 2名 無 Ｅ S 関連文献の収集、調整実例集の編集とノウハウ集の作成検討

Ｂ課

●●工程 ・・・・・技能 1名 無 Ｆ Ｔ 継承者不在のため、まず継承者の確保が必要

▲▲工程 ・・・・・技能 2名 無 G Ｕ 経験と勘に頼る部分の数値化、マニュアル化が必要

■■工程 ・・・・・技能 2名 無 H V 開発途上の工法であり、完成度に応じて伝承



ガイドラインに記載するポイントは以下の通りです。
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ガイドラインの内容（再掲）
高齢者とともに、働きやすい職場づくりを推進していくためのポイント

１．５～１０年後の雇用（労働力の確保）状況を
見通し、必要な準備を進める

２．高齢者に期待する「役割」を明らかにすると
ともに、役割に対する働き振りを「評価」する

３．高齢者はじめ従業員が今まで以上に能力
を発揮できるよう職場環境を整える

４．高齢者の技術・技能・経験の伝承を進める



ご清聴ありがとうございました
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